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栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
と
な
り
、

早
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
理
事
の
一
員
と

し
て
理
事
会
、
総
会
等
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
野

尻
理
事
長
を
始
め
役
員
の
皆
様
の
安
全
就
業
に
関
す
る

徹
底
し
た
対
応
や
、日
頃
の
会
員
の
皆
様
の
地
道
な
就
業

努
力
の
結
果
、行
政
委
託
の
就
業
件
数
、金
額
と
も
年
々

着
実
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
２
か
月
余
り

が
経
過
し
社
会
全
体
が
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
、
第
２
波

と
思
わ
れ
る
事
態
に
至
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
の
会
員
と
し
て
感
染
症
防
止
の
た
め
出
来

る
こ
と
は
、
何
と
い
っ
て
も
「
３
密
」
を
避
け
る
こ
と

で
す
。
併
せ
て
、
感
染
防
止
に
有
効
な
「
こ
ま
め
な
手

洗
い
」
「
マ
ス
ク
の
着
用
」
「
う
が
い
の
励
行
」
等
を

実
行
し
、
就
業
を
複
数
人
で
行
う
場
合
は
、
こ
ま
め
な

休
憩
や
昼
食
時
に
ソ
ー
シ
ャ
ル・デ
ィ
ス
タ
ン
ス（
２
ｍ
程

度
の
距
離
を
取
る
こ
と
）
を
心
掛
け
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
マ

ス
ク
の
着
用
に
よ
る
熱
中
症
の
発
症
に
厳
重
な
注
意
が

必
要
で
す
。
高
齢
者
は
、
発
汗
な
ど
体
か
ら
熱
を
逃
が

す
機
能
も
低
下
し
ま
す
の
で
、
暑
い
と
き
は
無
理
を
せ

ず
、
こ
ま
め
に
水
分
や
塩
分
を
補
給
し
、
熱
中
症
予
防

を
心
掛
け
元
気
に
就
業
し
て
く
だ
さ
い
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
に
合
わ
せ
た
就
業
を
」

理
事　
藤
田
正
人
（
市
保
健
福
祉
部
長

　
　
　
兼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室
長
）

マ
ス
ク
の
検
品
作
業

マ
ス
ク
の
袋
詰
め
作
業



生　き　が　い （２）

令
和
２
年
度
定
時
総
会

事
務
局
だ
よ
り

　
６
月
18
日
（
木
）
栃
木
市
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
、
当
日
の
会
員
総
数
796

名
の
う
ち
、
出
席
会
員
数
586
名
（
出

席
49
名
、
委
任
と
議
決
権
行
使
537
名
）

で
総
会
が
成
立
し
、来
賓
と
し
て
大
川

市
長
、小
堀
議
長
及
び
藤
田
保
健
福
祉

部
長
、茅
原
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
長

の
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
理
事
長
挨
拶
の
後
、
来
賓

祝
辞
を
頂
き
38
名
の
10
年
表
彰
、
15

名
の
15
年
表
彰
、
2
名
の
役
員
表
彰

に
よ
り
功
労
を
称
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
議
長
に
前
田
氏
が
選
出

さ
れ
、
北
原
監
事
よ
り
監
査
報
告
、

令
和
元
年
度
補
正
予
算
及
び
事
業
報

告
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
令
和
元
年
度
決
算
報
告
、

役
員
の
選
任
、
理
事
長
に
対
す
る
権

限
委
任
の
件
に
つ
い
て
議
案
が
上
程

さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
全
議
案

と
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
へ
の

　
　
　
　
支
援
継
続
を
要
望

　
８
月
６
日
、
野
尻
理
事
長
、
大
島

副
理
事
長
、
高
﨑
事
務
局
長
が
市
役

所
を
訪
問
し
、
市
長
と
市
議
会
に
対

し
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、毎
年
市
か
ら
１
億
円
を

上
回
る
仕
事
を
受
託
す
る
と
と
も
に
円

滑
な
運
営
の
た
め
の
補
助
を
受
け
て
お

り
、こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
事
業
総
額

の
３
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
特
に
①
公
共
事
業
の
発
注

拡
大
、
②
適
正
な
業
務
委
託
、
③
補

助
金
の
確
保
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
を
受
け
取
っ
た
大
川
市
長

か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
シ
ル
バー

会
員
の
市
民
生
活
へ
の
貢
献
に
感
謝
し

て
い
る
。協
力
関
係
を
維
持
し
、で
き
る

限
り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。」と
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
堀
議
長
、
梅
澤
副
議
長

か
ら
は
、「
シ
ル
バ
ー
の
活
動
は
こ
れ
か

ら
益
々
必
要
と
さ
れ
る
分
野
で
あ
り
、

特
に
女
性
会
員
の
活
躍
を
期
待
し
た

い
。」と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
捉

え
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
声
を
届
け
て

ま
い
り
ま
す
。

10年・15年・役員表彰された皆様、
おめでとうございます。

野尻理事長前田様お疲れ様でした。

小堀議長、梅澤副議長へ 大川市長へ



生　き　が　い（３）

〜
マ
ス
ク
越
し
に

　
　
　
　
笑
顔
を
見
た
〜

事
務
局
長　
高
﨑 

尚
之

　
会
員
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
４
月
１
日
付
で
当

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
高
﨑
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
任
早
々
、
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
で
は
、
ご
不
便
を
強

い
て
い
る
こ
と
を
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
皆
さ
ん
は
市
民
生
活
に
密
着
し
た
仕
事
や
社

会
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
を
積
極
的
に
果
た
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
ス
ク
越
し
に
作
業
を
す
る
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
見
え

た
時
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
誇
ら
し
く
も
あ
り
、
事
務

局
と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
瞬
間
で
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
解
決
す
べ
き
課
題
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
今
、
優
先
さ
れ
る
べ
き
は
一
人
ひ
と
り

が
感
染
症
防
止
に
努
め
る
こ
と
、
そ
し
て
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
安
全
対
策
で
す
。

　
地
域
班
を
中
心
に
企
画
さ
れ
る
楽
し
い
行
事
は
中
止

や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
実
施
が
困
難
な
業
務
も
あ

り
、
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま
る
日
々
で
す
。

　
暗
く
辛
い
夜
は
長
く
感
じ
ま
す
が
、
ま
ぶ
し
く
輝
く

朝
は
必
ず
来
ま
す
。
今
は
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
精

一
杯
や
っ
て
、
こ
の
困
難
を
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
切
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
こ
そ
我
々
の
持
つ
シ
ル
バ
ー
パ

ワ
ー
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
‼

ȷ ȷ

ȷ ȷ

ȷ ȷ

　この度、４月から南部事業所長に就任いたしました落合です。会員の皆さん
は、各地域の事業者の活動や住民の生活に密着したサービスを提供されてお
りまして、地域にとって欠かせない役割を果たしております。これからも、会員の
皆さんが、元気に安心して仕事を続けることができるよう努めて参りたいと考え
ておりますので、どうぞよろしくお願い致します。

栃木市シルバー人材センター組織構成（令和2年8月末現在）

5ே

ୖグ௨እ3ே䚷ィ17ே

㻝ே



生　き　が　い （４）

★
今
後
の
行
事
予
定

★
栃
木
セン
タ
ー（
本
部
）移
転
に
つい
て

◆
６
地
域
班
合
同
事
業

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
11
月
6
日
（
金
）
９
時
〜

　
ス
パ
ー
ク
栃
木
屋
内
運
動
場

◆
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
９
月
全
地
区
実
施
予
定

◆
各
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
11
月
頃
よ
り
実
施
予
定

　
６
月
23
日
よ
り
、
キ
ョ
ク
ト
ウ
と
ち
ぎ
蔵
の

街
楽
習
館
（
栃
木
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
一

階
西
側
の
３
部
屋
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
自
由

に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度

見
学
に
来
て
み
て
下
さ
い
。

　
作
業
室
は
全
面
ガ
ラ
ス
で
と
て
も
明
る
く
、

４
台
の
作
業
台
が
あ
り
、
表
の
水
道
も
完
備
さ

れ
て
い
る
の
で
表
具
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

他
の
地
区
で
作
業
場
が
空
い
て
い
な
い
時
は
、

お
問
い
合
わ
せ
頂
き
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　先の見えない自粛生活で気持ちが落ち
ていると思いますが、免疫力アップのため
にも前向きに仕事をしましょう！
　「うがい・手洗い・マスク着用」当たり
前のことですが大切です。

　
新規会員さんをご紹介頂いた方には、

粗品を進呈しています‼
詳細は職員へお尋ねください。

事務室はコロナ対策をし、会員さん対応。

事務室・書庫・作業室

会員の募集について！



生　き　が　い（５）

「人生100年。
　　　まだまだこれから。」

　長年勤めた会社を定年退職
し、これからについてゆっくり考
える時間がありました。自分の中
には、まだ働きたいな、また新し
い何かにチャレンジしたいな、そ
んな気持ちがあることに気づき、
知人に話を聞いていたシルバー
人材に登録をしました。
　紹介していただいた現在の仕

事は、市民交流センターでの施設管理の仕事です。今までの仕事とは全く違い、はじめは
少し不安もありました。しかしそれ以上に、また新しい仕事を始められることに嬉しさを
感じると共に、新たに仕事を覚えるたびに脳トレをしているような楽しい充実感を得てい
ます。
　しかし、今はコロナ禍という経験したことのない危機の中にありますので、仕事中も「新
しい生活様式」を心掛けながら感染予防に取り組んでいきたいと考えています。施設を
利用する方が安心できる環境を整え、より多くの方に有効活用していただきたいです。
これからは人生100年時代。まだまだこれから！がんばろう！

【市民交流センターでの施設管理業務】

工藤　明（栃木）

　新型コロナウイルス感染拡大が連日のように報道されている。今までに経験したことのないよう
な大きな社会問題になっているが、日常生活は言うまでもなく、企業の生産活動にも影響が広
がっている。
　飲食店等も再度の休業要請や営業時間の短縮を余儀なくされ、苦難の状況が続いている。
　国は発症当初、この問題を早急に収束させて経済のV字回復を目指すと言明していたが、現状
はとてもそのような情勢ではない。
　感染拡大防止と経済の回復という二兎を追うことは容易な「業」ではないと論じる識者もいる
が、何にもまして国民の尊い生命を堅持し、あらゆる手段を講じることは勿論のことである。
　私達も感染拡大防止に自覚と責任を持ち、一日も早くこの状況から脱却し、安心安全な生活を
取り戻すために一層の努力が求められるのではないか。　　　　　　　　　　　 

★「コロナ禍」の由来⇒「禍」という漢字には、
【良くないこと、悪いこと、災い、不幸せ】の意味があり、
コロナ禍という言葉の由来になっています。

Ｒ・Ｓ（栃木）

会
員
か
ら
の
投
稿
欄



生　き　が　い （６）

「今年も豊作」
　私は定年退職してから始めた家庭菜園が
今年で７年目となりました。毎年春夏秋野菜
を作っていますがこの時期はキュウリ、ナス、
オクラ、ゴーヤ、トマト等々が中心です。しか
し今年の梅雨は長く、日照時間が短いため
野菜の成長を心配しましたが添付した写真
のようにほぼ順調に育ちましたがトマトは例
年より赤みが弱い気がします。私が特にこだ
わっているのはキュウリです。例年キュウリは
福島の実家から苗を取り寄せて質の良い
キュウリを育てていましたが今年は残念なが
らコロナの影響で実現しませんでした。
　このように、収穫した野菜は栃木市広報
の仕分け作業を一緒に行っている仲間の皆
さんにお裾分けし、皆さんに喜んでいただけ
るのが私の最高の喜びです。

本田　春男（大平）

「‘ひとり’見守り隊」
　今日もまた朝６時３０分の目覚まし時計の音色
で、床を離れる。
　７時過ぎに地域の小学生と歩を進める。
「ひとり見守り隊」の始まりは、一年前に長年の
サラリーマン生活に終止符を打ち、時間に余裕を
持つことができたこと、また、小学生の孫２人が
低学年のため下校時の出迎えをしたことがきっか
けです。
　今では日課となり、地域の小学生、１１名と共
に、安全・安心の通学ができるように微力ながら活動しています。
　私の小学生の頃と比べると、子供たちの人数が激減しています。少子化の問題は一朝一夕で
は解決できない大きな問題ですが、以前のようにたくさんの子供たちがいる笑いの絶えない地
域になることを願っています。
　健やかに成長することを願いつつ、毎日元気な子供たちに接することができ私も元気づけら
れています。
　今日もまた「‘ひとり’見守り隊」　・・・『いってらっしゃい』そして『おかえり』

猪熊　幸次（岩舟）



生　き　が　い（７）

「ボタニカル水彩画に出会って」

「神さま仏さま」

　出会いは、食事に入ったお店に飾られていた「絵」に魅
せられてから、ボタニカル水彩画を習い始めて、かれこれ
10年になります。家の周りにある何気ない植物や果物、そ
の物の生態（どんな風にどんな所に育ち種はどうなってい
るの等）を調べながら特殊な用紙に描きます。
　コロナ禍で展示会等の機会は少なくなっていますが、教
室でのひと時は今の私に欠かせない時間です。
　そして先生が、その年に良かった作品をポストカードにし
てくれ、友人達へと筆をとっています。

島田 よし子（栃木）

　神社では拍手をうちます。邪気をはらい、
願いを叶えるため神を呼び出す。
　相手に敬意をはらう意味があります。
　お寺では合掌。
　右手が仏さま、左手が俗世で生きる人間。
右手と左手を合わせることにで、仏さまと人
間が１つにつながっている。どちらも感謝や
敬意が込められています。神様
であれ、仏さまであれ、自分を見
守ってくれることへの感謝を忘
れてはいけないですね“合掌“　

神山　益子（栃木）

　この絵は廃船を描いた様に思われて
しまいますが、まだ現役の船です。
　水の中に沈める事によって、木が腐食
するのを遅らせているのです。

男性会員（藤岡）

ẅᵐᵎӭỆềẆᾄஉỆἃὊἨἽᵲᵴẐᾀЎ᧓ᵮᵰẑử્ପʖܭỂẴὲểấჷỤẶẲ

ộẲẺầẆἅἿἜᅤỂസࣞỂẴầɶഥểễụộẲẺẇẮỉᒊؾầଔẪᑣẪễẾ

ề෇ѣỂẨỦẮểửᅌỦẻẬỂẴẇ

ẅ˟ՃỉႏಮẦỤỉᵰᵑ࠰ᾁஉႆᘍẐဃẨầẟᾁᵐӭẑồỉ৲ᆜử
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令和2年7月末現在

※コロナ禍の影響で、全地域の施設管理、イベント等が中止になり大幅な収益減となった。

生　き　が　い （８）

統計速報

事故速報 地区別会員数

令和２年度事業実績（令和2年4月～令和2年７月）

5 0 5 0 5 0

10 10 0
15 015 0 5 0

19 1 18 0 17 2
12 012

31 1 18 0 229

令和２年７月実施の安全就業
パトロールの様子

大平

西方

都賀

587 216 803


